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名 で， H 本人特任教員 2 名 は交互 に渡緬 しプ ロ ジ
ェクトの円滑 な遂行 に携わ っている ．

技術移転 と人材育 成 については，今 までにイン
フル エンザ ウイル ス の遺伝子同定 ，抗原 解析と遺

伝子 解析法 の実技講習 ， ウイル ス培養 細胞培養 ・
分離等の技術 指導 ， インフ ル エンザ ウイ ルス のリ

アル タイムPC R による 同定 の講習 を随時行 って
きた． また， プ ロ ジェクトのミャ ンマー 人女性技

術補佐員 を約 5週間 の予定で招聘 し， インフ ルエ

ンザ を 含む呼吸感 染 症 関連ウイ ルス の遺伝子 解析

の技術 研 修 （新潟大 学医 学部国 際 保健 学， 同小児

科 学， 新潟県 保健環境科 学究所 （ ウイ ルス科 ））
などを行 った．

お わ り に

本 プ ロジ ェクトも期 間半 ば にな ってきました
が， ミャ ンマ一 国 内の医療・ 研究機 関との連携 に
より， インフ ルエンザ を始め ， まだ実 態 が明らか

となっていない小児重 症肺 炎の疫学的 調 査 ・ 研究
は順 調 に進 ん でいる ． こ れら疾 病 の解析結果を基
に，感 染 症伝播地図 を 作成しながら日本 への輸入

リス クを いち 早 く捕捉 し，日本 のワ クチン株選択

や新規 ワ クチン開 発，抗 菌薬開 発に資 する情 報 を ，

日本 の国立感 染 症 研究所や大 学・ 研究機 関 などに
提供 したい．

2 ミ ャ ン マ ー に お け る 2017 年の イ ン フ ル エ ン ザ流行 と 新潟大学拠点の対応
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要 旨
2017 年， ミ ャ ンマ ー でイ ン フ ル エ ン ザ A/H1Nlpdm09 の大流行 が起 こ っ た ． 肺炎 に よ る死

者が続 き 一 時はパニ ッ ク に 陥 っ た 新潟大学は， ミ ャ ン マ ー 国立衛生研究所 と 協力 し て流行制
圧 に 貢献 し た ． ウイ ル ス 遺伝子解析の結果か ら 重症者化 を 起 こ す ウ イ ル ス 変異は認め ら れな い
こ と ， ミ ャ ン マー 株 は イ ン ド か ら 伝播 し， 2018 年の冬に は こ の株が 日 本で流行 し た こ と を 突
き 止め た ．
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イ ン フ ルエ ン ザ調査

我 々 は 2 0 05 年 からミャ ンマー でインフ ルエン
ザ の疫学調 査 を行 ってきた． 最大都市ヤ ンゴ ンと
首都 のネ ピ ドー 近郊 の医療機 関 でインフ ルエンザ
迅速診断キ ットを 使ってス クリー ニングし ， その
検 体を新潟大 学で解析し てきた こ れまでの調 査
から， ミャ ンマー では雨 期の6~1 0月 にインフ

ルエンザ が流行 することが明らかとなった1 ) . こ
の実績 が， AMED の海外大型 プ ロ ジェクトであ
る感 染 症国 際展開戦略プ ログラム ( J-GRID) の

採択 につながった．

2017 年の イ ン フ ルエ ン ザ

A/H1Nlpdm09 (以下 A/Hlpdm) 流行

ミャ ンマー で 2 017 年 にA/ H lpdm の大流行 が
起こ り， 多数 の肺 炎や，死 者が報告された． 発端
は， 2 017 年 5 ~7 月 にミャ ンマー 西 部 のチン州

（ バングラデシュ 国 境 ） でA / H lpdm が流行 し ，
16人 の患者が肺 炎で入 院 し たこと であった 数

ヶ 月後には最大都市 ヤ ンゴ ンに伝播 し ，7 月 末 に
はインフ ルエンザ の大 きな流行 が起こ り，肺 炎で

入院 する患者が続 いた． 死 者も出始め ， フェイス
ブックなどのソ ー シャ ルメ ディ ア で一気 に情 報 が

広 がり， ミャ ンマー 社会 はパニックに陥 った 事
態 を重 く 見たミャ ンマー 政府 は， インフ ルエンザ
対策 に乗 り出し ，患者の隔 離 やN95 マス クの着
用，疑 い例 の全例検査 など異 例 の措置 をとった．
その上，重 症インフ ルエンザ患者の検 体を東京 の

国立感 染 症 研究所のインフ ルエンザ センター に送

りウイルス 解析を依頼 し た 国立感 染 症 研究所が
ウイルス遺伝子 の全シー クエンス を 含む詳 細 な解

析を行 ったところ ， ミャ ンマー で流 行 し たAl
H lpdm は，通常 の季節性 インフ ルエンザ であり，

特 に大 きな 抗原性の変 化 もな く ，重 症 化し たり，
高 病原性鳥 インフ ルエンザ と交雑 するような遺伝

子 変異 や組 換 えは起きていなかった． こ の日本 の

解析結果はすぐ に安 全安心情 報 とし てニュ ー ス に
流 され， ミャ ンマー のインフ ルエンザ パニックは
収 まった． インフ ルエンザ肺 炎による入院 者が続
く ことを重 く 見たミャ ンマー 政府 は，W HO や各

国 に抗 インフ ルエンザ剤 やワ クチンの緊急支援 を
要請 し た 新潟大 学も， デンカ 生研 （株 ） より寄

贈 を うけた迅速診断キ ット1, 0 0 0人 分を ミャ ンマ
一 国立衛 生研究所や病 院 に寄付 し た 同時にプ ロ

ジェクトで雇 用し た緬人 研究員 を ，国立衛 生研究

所のインフ ルエンザ検査 に従事 させ，遅 れがち で
あった確 定診断 の加速 化を計 った． こ の功績 から，

新潟大 学は， インフ ルエンザ 対策 に貢献 し た唯一

の日本 の団 体とし て保 健省 に登録 された．
ミャ ンマー 政府 の公式 発表 によると，最終的 に

肺 炎で入 院 し た患者が 1, 19 8 人 ， うち 4 01名 が

A / H lpdm と確 定され， 38名 が死亡 し た． ミャ ン

マー ではインフ ルエンザ感 染 症 がこ れまで重要視
されていなかったため ，短 期間 のうち にこ れだ け

の重 症 者と死 者が出たのは重大事件 であった． 診
断 ができず見逃 されている例 もあると考え られ，
ミャ ンマー 保 健 省 はインフ ルエンザ のサー ベ イ ラ
ンス 体制 の強 化に取 り組 ん でいる．

我 々 のプ ロ ジェクトの調 査 の結果， 2 017 年 の

インフ ル エンザ の8 割 はA/ H lpdm と判 明し た．
6月 から 1 2 月 まで， ヤ ンゴ ン市 と ピ ンマ ナ市 の

外来受診 者から合計 3 28 件 の検 体 が採 取 され，
A / H lpdm が 18 2 件 (8 1. 3%) , A / H 3N 2 が3 2 件
( 14. 3%) , B/Yamagata が1 0件 (5.5%) 検出され

た. A / H lpdm は6月 からみられ，7 月 がピ ー ク
であった （図 1 ) . 8 月 なると急激 にA/H lpdm が
減 った一方でA/H 3N 2 が多く なり，B/Yamagata
も混 じ るようになった. 8 月 には全体的 な検 体数

も減 っているが， それは流行 が収束 し たからでは
なく ，政府 の方針 でインフ ルエンザ疑 いの検 体 は

全てミャ ンマ一 国立衛 生研究所に送 られる方針 に
なり， そち らが優 先 となってプ ロ ジェクトで採取
できる検 体採取 が少 な く な った ため と考え られ
る． ミャ ンマー 政府 の公式 発表 では，患者数 は8
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図 1 2 017年ミ ャ ン マ ー に お け る 外来患者 の イ ン フルエ ン ザ月 別 陽 性 数 （新潟大学調査）

月 がピ ー クであっ た．
ィ ンフ ルエンザ肺 炎による重 症 者が多数 見られ

たため ， その原因 がウイ ルス遺伝子 変異 によるも
のか探 ることを目的 に，外来患者と入院患者より

採取 されたウイ ルス の遺伝子 を 比較 した． 結果と
して， 抗原性に最 も関連の深いH A 遺伝子 の配列
に違 いはなく ， その他 の7 本 の分節にも 重 症 者
と軽 症 者で違 いはみられなかっ た （図 2 ). こ の
ため ，重 症 化はウイ ルス 変異 によるものではなく ，

宿主側 の要因 によるものと考えられた．
ミャ ンマー 株 の由来を追 うため ，周辺諸国 で流

行 したインフ ルエンザ遺伝子 をデー クベ ー ス で検

索 したところ ， 同 じ 年 に検出されたインド株 とほ
ぼ 同 じ 配列 を持つことが判 明した （図 2 ). イン
ドではミャ ンマー に先立 ち 5 ~7 月 にA/ H lpdm
が流行 しており， ミャ ンマー 国 内の流行 はインド
やバングラデシュ 国境 に近 い西 部 から始 まっ たこ
ととあわ せると，今回の流行 はインドから伝播 し
たものと考えられた． 興味 深いことに 同様の株
が 1 0~ 11月 に沖縄 や台 湾 で検出され， 1 2 ~ 1 

月 には日本 でも流行 したため ，東南 アジアを 経て，

数 ヶ 月後に日本 に伝播 したことがわ かっ た． 今後

も系統地理学解析を駆 使してミャ ンマー とアジア
全体 のインフ ルエンザ の伝播 状況 について調 査 を

続 ける方針 である．

お わ り に

新潟大 学は， ミャ ンマー におけるインフ ルエン
ザ A/ H lpdm 流行 に対 し感 染 症 研究拠 点を通 じ ，
大 きく 関わ ることができた． ミャ ンマー 社会 では
フェー ス ブックを通 じ て情 報 が交錯 し，一時は，
政府 に対 する 抗 議運 動に繋 がり兼ね ない状況 であ
っ た． 東京 の国立感 染 症 研究所が迅速 なウイルス

解析をしてく れたお陰 で事 なきを得 たが， それに

加え，新潟大 学が 1 0年 を かけて現地 の医師 に迅
速診断キ ットを 指導 し， さらに， ミャ ンマー の国
立衛 生研究所でも リ ア ルタイムPC R による検査
態勢 を整 えたことも混乱 を 沈静 化するのに一 役買

っ た. A/H lpdm は，今回が初 め ての流行 ではない．
我 々 の過去 の調 査 によると 2 01 0年 に始め てミャ
ンマー で流行 し， その後数回地城流行 を 起こして
いる叫 しかしながら， ミャ ンマー では，政府 に
よるインフ ルエンザ のサー ベ イ ランス が 2 017 年
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ミャンマー株

イン ド株 (5月 ）

日 本株 ( 12 - 1 月 ）

沖縄株 ( 10 - 11月 ）

日 本株 ( 12 - 1 月 ）

図 2 ミ ャ ン マ ー で採取 さ れた イ ン フ ルエ ン ザ A/H1Nlpdm09 株の HA 遺伝子の樹形図解析 (Neighbor-joining 法）
● は 当 プ ロ ジ ェ ク トで採取 し た ミ ャ ン マ ー 株を示す． 株名 の 17MP.. は重症者を， 17My ・ ・ は軽症者を示す．

以前 には機能していなかったため ，情 報 が全く な
かった． 昨年流行 したインフ ルエンザ株 の解析 に

加え，「今回が初 め てではな い」という安 全安心
メ ッセー ジを出せたのは新潟大 学のこ れまでの調

査 の功績 と考えられる． 新潟大 学の感 染 症拠 点は
世界に展開 する9 つの J-GRID 拠 点 の中 では最

も新 しく ，規模 も小 さいが， ミャ ンマー 側 と強 い
信頼関 係を築 いている． 拠 点維 持のため の苦労 は
つきないが， こ のような形 でミャ ンマー に貢献 で
きれば ， 報 わ れる思 いである． 今後も，新潟大 学
の感 染 症拠 点がますます発展し成果を出せるよう
ミャ ンマー 側 と協 調 し努力 していく所存 である．
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要 旨
小児に お け る 重症呼吸器感染症 は ， 罹患率が高 く ， ま た ， 発展途上国で は ， 予後が悪 く ， 死

亡率が高い疾患で あ る ． ミ ャ ン マ ー に お け る 重症呼吸器感染症の疫学デ ー ク は乏 し く ， 原因微

生物 を まと め た デ ー ク は な い． 我々 は ， ミ ャ ン マ ー の国立衛生研究所 ． ャ ン キ ン 小児病院と 共

同 し て ， ミ ャ ン マ ー に お け る 小児重症呼吸器感染症の サ ー ベ イ ラ ン ス を 2015 年か ら 開始 し た ．

現在， 検体 を 採取 し ， 解析 を 進め て い る ． 今後， 原因微生物が明確に な る こと で ， ミ ャ ン マ ー

の小児の重症呼吸器感染症 に対す る 予防， 治療戦略へ の発展が期待 さ れ る ．
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